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事業説明資料（事後評価）
（水産関係公共事業の完了後の評価）

・漁業集落環境整備事業 脇田地区 福岡県北九州市
わ い た

・海岸環境整備事業 標津漁港海岸 北海道

平 成 ２ ８ 年 ２ 月

平成２７年度





地区の特徴 

・地区の特徴 
   脇田地区は、北九州市の西部に位置し、響灘や筑前海を漁場とし、主に釣漁、刺網漁に 

 て、イカ、タコ、サワラなどを水揚げしている。 

  脇田漁港の周辺には「ひびき海の公園」があり、海水浴場や海釣り桟橋、新鮮な農林水 

 産物の直売所（汐入りの里物産館）などがある。また、平成２４年度には漁業と遊漁の共 

 存を目的に整備した「脇田漁港フィッシャリーナ」が開業した。 

 

・漁港の港勢  

登録漁船隻数 52隻 

利用漁船隻数 102隻 

属地陸揚金額 172百万円 

主な魚種 イカ、タコ、サワラ 

 

 

 



事業目的 
 脇田地区は、集落が狭隘で家屋が密集しているため、自動車通行が可能な集落道や地域住民の
交流やレクリエーション等が可能な緑地・広場が確保されておらず、救急時の緊急車両の乗入れ
が困難という防災安全性の課題に加え、漁業者は刺網等の漁具を徒歩又は一輪車で数回に分けて
共同駐車場まで運んでいた。また、地域住民も買い物等で車で出かける際は共同駐車場まで徒歩
で移動していた。こうした集落の防災安全及び生活環境の向上を図るため、本事業を実施した。 

 なお、水産飲雑用水施設（上水道施設）については、集落道整備に伴い、既存の管路等の移設
を行っている。 

 また、新集落については、漁業従事者及び後継者の定着及び漁業集落道整備に伴う移転先確保
を目的に他事業（NTT－A型事業等）により新集落用地を整備し、その周辺に、本事業により集
落道及び防風緑地を整備した。 

  

施設名 整備規模 
事業費 

（百万円） 

漁業集落道 980m 1,852  

水産飲雑用水施設 450m 16  

緑地・広場整備施設 11,300ｍ２ 82  

用地整備 13,700ｍ２ 161 

計 2,111  



１ 水産物生産コストの削減効果 
  ○集落道整備に伴い、漁具・漁獲物等の運搬時間が短縮された。 

 

２ 生活環境の改善効果 
  ○集落道整備に伴い、生活利便性が向上した。 

  ○広場整備により、他地域の施設利用に伴う移動時間が短縮され、 

   更に施設利用料が不要となった。 

  ○用地整備による未利用地の使用価値が拡大した。 

    

便益の算定 



水産物生産コストの削減効果 
■漁業集落道整備による漁業者の時間短縮効果（70,675千円/年） 

整備前 

車両が通行できないため漁具を人力で運
搬しなければならなかった。 

整備後 

集落道の整備により自動車運搬可能となり、
輸送時間が短縮。 



生活環境の改善効果 
■漁業集落道整備による居住者の時間短縮効果（125,273千円/年） 

整備前 

自宅まで自家用車が入れないため、共同
駐車場まで往復しなければならなかった。 

整備後 

漁業集落道整備により、自宅そばに駐車可
能となる。 



生活環境の改善効果 
■用地整備による土地利用の拡大効果（5,294千円/年） 

整備前 

当該集落には、緑地広場がないため、他地
区のレクレーション施設を使用していた。 

整備後 

新たに用地を整備することにより、不足していた公共
用地が確保される。また、他地区への往復時間が削
減される。 



費用対効果分析結果 

Ｂ/Ｃ＝1.09 

 総便益額（現在価値化）Ｂ：4,468,549千円 
                          

 総費用額（現在価値化）Ｃ：4,102,065千円 

 

 

 

 漁業就業者の労働環境改善効果、景観改善効果、 
 地域文化保存・継承効果 

評価項目 標準年間便益額 

評価項目 
及び 

年間便益額 

(１)水産物の生産性向上 ・水産物生産コストの削減効果 70.7（百万円） 

(3)生活環境の向上 ・生活環境の改善効果 131.0（百万円） 

標準年間便益額の合計 201.7（百万円） 

総便益額 4,469（百万円）   ※割引率を4.0％便益額を現在価値化したものの合計 

(参考) 便益額を算出した項目以外で整備効果として考えられる主な項目 



 標津漁港海岸 海岸環境整備事業 



地区の特徴 

●北海道最東端、根室振興局管内東北
部に位置する漁港海岸である。 

 

●東に根室海峡、その水平線上に北方
領土・国後島を望み、隣接する標津漁港
は、日本有数の秋鮭水揚げ量を誇る漁港
である。 

事業目的 

●背後集落に浸水被害が発生す
る一方で、『標津マリンプラザ構
想』の策定を受け、背後集落の浸
水防止を図ることで生命と財産を
防護するとともに、海洋レクリエー
ションに配慮した緩傾斜護岸等を
整備が行われた。 

標津漁港海岸（標津町）の特徴と事業目的 

標津漁港の港勢（H24） 
 

漁港地区人口  5,530人 

漁協組合員数  182人 

登録漁船総数  202隻 

属地陸揚量    18,831トン 

属地陸揚金額  4,926百万円 
標津漁港海岸 

さけ類 

7,559t 

40% 

その他 

1,191t 

6% 

こまい 

1,011t 

6% 

すけとうだら 

3,555t 

19% 

ほたてがい 

5,515t 

29% 

魚種別陸揚量（H24） 

18,831ｔ 



離岸堤 

潜堤 

北突堤 

標津漁港海岸 

標津漁港 

養浜 

駐車場 

養浜 

（磯遊び場） 

護岸 
緑地広場 

南突堤 

緑地広場 

事業主体： 北海道 

工事計画： 

潜堤L=190m、離岸堤L=100m、 
南突堤L=453m、北突堤L=475m、 
護岸L=355m、養浜A=12,800㎡ 
緑地広場A=40,000㎡、駐車場A=7,300㎡、 
遊歩道L=600m 

事業費： 5,116百万円 

事業期間： 平成4年～平成21年 

遊歩道 

 事業概要 

総事業費５１億円（平成４年度～平成２１年度） 



整備前 

 事業概要 

整備後 



 海岸の利用状況 

磯遊び 

キャンプ状況 

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

３８，２７４ ４５，９８４ ４９，６９６ ３７，４０４ ４６，９７３ 

年間来訪者数（標津町役場より）                           （人） 

コマイつり大会 

子供つり大会 



 定量的な効果の概要 
【浸水防護効果】 
 浸水が予想される地域（想定浸水地域）内の家屋、農作物、公共 土木施設、公益事業等の資産を評 

 価し、被害軽減額を算定 

【侵食防護効果】 
 侵食被害が予想される地域内の土地及び家屋、公共土木施設の資産を評価し、被害軽減額を算定 

【海岸利用・海岸環境保全効果】 
 観光レクリエーションを中心とする海岸を利用することによる便益、海岸の景観・（自然）環境などが存 

 在することによって発生する便益 

年間便益額（平均値） 
＝浸水防護便益３９．３億円、侵食防護便益０．６億円、海岸利用・海岸環境保全便益０．２億円 

＝４０．１億円  

・浸水防護効果  ３９．３億円 

・侵食防護効果   ０．６億円 

・海岸利用・海岸環境保全効果 

              ０．２億円 

砂浜 

宅地 

道路 

20m 



＜貨幣化した便益項目＞ 

  ○高潮浸水による資産被害が防止・軽減されることによる便益 

  ○海岸侵食による土地喪失や資産被害が防止・軽減されることによる便益    

＜その他の便益項目＞ 

 ○海洋性レクリエーションなどの海岸利用が促進されることなどによる便益 

 ○海岸の景観・（自然）環境などが存在することによって発生する便益 

総便益額：Ｂ＝１１６，９１６百万円 

総費用額：Ｃ＝  ９，２１６百万円 

Ｂ／Ｃ＝12.69 

 事業評価 



 費用対効果分析結果（参考） 

  事業費（億円） ５１．２ 

  整備期間 平成４年度～平成２１年度 

  便益（億円） （年単純合計） ４０．1 

  総費用（Ｃ）  （億円） Ｃ＝９２．２ 

  総便益（Ｂ）  （億円） Ｂ＝１，１６９．２ 

  費用便益比  （Ｂ／Ｃ） Ｂ／Ｃ＝１２．６９ 
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